
第46回大会〕

Ｉ Gp－ ３ 幼児期のアレルギーについての調査（第二報）

食　　物

　　　　　　　　　　一食べ物と健康のかかわり一

　　　　　　　中京短大　〇山内睦子梅村祥世岡田悦政安達和俊

　目的　前回、幼児のアレルギーについての調査として環境とmmの関わりについて、演

者らの付属幼稚園の実態調査を発表したが、アレルギーは厚生省の調査とほぼ等しく高い

割合を示し、幼児のアレルギー問題の重さを痛感し、さら･に次の２点について検討する。

①家政学会発褒時、助言頂いた地域差を比較するため海辺地城と山間部地域を調査する。

②一報で食物の原因が一番多かったので、地域の食べ物について、地域に根づいた郷土料

理及び日常の食事とアレルギーの関係を調査する。

　方法　アンケート調査　対象：日間賀島保育138 6名　久々野保育園io7名およびそ
の家族.時期：平成５年７月中3 日連続　調査事項：前回同様アレルギーの有無、アレル

ギーの原rn、および郷土料理と3 日間の食事内容など

　結果　アレルギーのある者は、山の方が海より12.6%多かった。前報同様、海・山とも

入園前に約o％近い発症率があった。アレルギーの誘因は、海がその他　住居　食物、山
は花粉　その他　食物と順に高く、食物以外に違いがあった。しかし、その時の症状は海

・山ともに皮膚炎が約70％近くを占めた。３日間の食事バランス点は山の方が海より高か

った。また、アレルギー有無とバランス点の関係は若干であるがアレルギー無しの方が海

山とも高かった。郷土料理を作る家庭は、海が34.8%,山が60.5%で山め方がよく作って
いた。郷土料理を作る家庭とアレルギーの有無の関係は、海の手はアレルギーがなかった

が、山についてはほとんど差がなかった。山の郷土料理の使用食品群についても差がなか二

ったが、アレルギーを有す､る者にあくの多V｀ヽ食品使用がみられた。
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2Ga-1　　　　海藻の食文化に関する研究―西日本における海藻の食習價の地域性－

　　　ノートルダム清心女大家政　　今　田　節　子

　目的　西日本各地に伝承されてきた海藻の食習慣を具体的に明らかにし、さらにそれら

の特徴を比較検討することにより、食文化の地域性を明らかにしようとした。

　方法　1984～1993年に実施した瀬戸内沿岸、山陰・北近畿沿岸、四国南岸、紀伊半島沿

岸、九州北部西部南部沿岸地域の聞き取り調査をもとに、利用されてきた海藻の種類、採

取目的、利用方法、生活背景等を比較検討し、共通点や相違点を探り地域性を明確にした。

　結果西日本における海藻の食習慣は次の５地域に区分できたI。＼Ｉ．九州南部・四国南
､岸・紀伊半島沿岸地域：多種類の海藻が自生し特に上質の緑藻類が豊富。ワカメの自生が

みられず、アントクメの自生がある。自給採取が盛んで一部の海藻を出荷採取。主に日常

食として利用し、行事食としての利用は極めて少ない。n．九州北西部沿岸地域：多種類

の海藻が自生し褐藻類も豊富。自給採取が盛んで一部出荷採取。日常食と行事食に利用。

Ⅲ|。山陰・北近畿沿岸地域：多種類の海藻が自生し上質のワカメ・モスクなどの褐藻類が

豊富。自給・出荷採取ともに盛ん、救荒食・冬野菜の代用としても利用。仏事と祝事の行
値　

量ともに少なく紅藻類が中心。I自給採取中心。I仏事の行事食に利用。2L豊与海峡・紀伊

水道周辺沿岸地域ご紅藻・緑藻・褐藻類ともに自生が豊富。自給より出荷採取が盛んI。主

に日常食として利用。　　以上の地域区分には、海流の違いによる海水温度や岩礁地帯

有無の差など自生にかかわる自然条件、生業形態とその規模、海藻に対する価値観の違い、

人の交流を通しての食習慣の伝播、さらには海藻採取の歴史的背景などが関与していた。
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